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青森 13 8 5 2 1

弘前 16 10 6 3 1

八戸 14 9 5 2 1

五所川原 7 5 2 1 1

上十三 9 6 3 2 1

むつ 6 4 2 1 1

合計 65 42 23 11 6
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Ⅰ 第35週の発生動向（2005/8/29～2005/9/4） 

1．咽頭結膜熱は、青森保健所管内、上十三保健所管内で引き続き警報が出されています。 
2．手足口病は、上十三保健所管内で引き続き警報が出されています。 
3．伝染性紅斑は、むつ保健所管内で引き続き警報が出されています。 
4．ヘルパンギーナは、青森保健所管内、上十三保健所管内、むつ保健所管内で引き続き警報が出されています。 
 

Ⅱ 第35週五類感染症定点把握 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

    は警報       は注意報   「空欄」：患者発生数0                               

 
Ⅲ 表Ⅱ以外の感染症法対象疾患 （17年計には､今回届出された人数を含む） 
（14）腸管出血性大腸菌感染症 (三類全数把握疾患)        上十三保健所管内：2人 （17年計 13 人） 

（58）バンコマイシン耐性腸球菌感染症 (五類全数把握疾患)    八戸保健所管内 ：1人 （17年計  1 人） 

 

       腸管出血性大腸菌感染症 
 

全国における腸管出血性大腸菌感染症の報告数は、第20週に50例を超え、23週には100例に増加しました。26週からは毎週

100例以上報告されています(図1)。青森県では、第35週までに13例報告されており、昨年同時期の20例より少ない報告数と

なっています。保健所管内別では報告数全体の約半分の6例が八戸保健所管内です(図2)。 

予防対策としては、まな板等調理器具の取り扱い、食品（食肉等）の十分な加熱、ヒトからヒトへの二次感染に対しては、糞

口感染であることから手洗いの徹底などの注意が必要です。           ＜参考：国立感染症情報センター週報第33週＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2005年第35週）



 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

     


